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姓であり，「孔子の生涯と教育学的意義」（Das Leben und die pädagogische Bedeutung des Confucius）と
武智 秀夫・瀬戸 武彦・上村 直己１０４
－１０４－
題する学位論文も Hidesaburo Endoで書かれている。帰国後，尺振八の養子となった。独文学者の上
田整次はドレースデンの部の「受け入れ機関不明，その他」に分類されているが，私が１９８９年にライ
プツィヒ大学文書館で調査した時のカードメモを見ると，この人も同大学に１９０９／１０年の冬学期から
１９１１／１２年の冬学期まで在学している。そのことは内田貢編『上田整次先生の思出』（昭和３１年）を見
ても明らかである。尾越辰雄（１８６８－１９２３）はライプツィヒ大学で学位を取得しているので，審査期
間を３カ月と見て同大学を受け入れ機関としては考えられないか。不明とするよりいいように思われ
る。それから聴講生の場合は（例えばライプツィヒ大学の新村出）その旨の記載が欲しいと思う。正
規の学生として入学した場合，受講した講義題目が分かるが，聴講生の場合はその記録が無いのが普
通だからである。だがこれは望蜀の嘆であろう。なお序ながら，第３章「来日したザクセン関係者」
中のエミール・ユンカーの出生地は東大及び金沢大学蔵の履歴書によると，ビショッフスヴェルダ市
近くのヴィッ（ワイ）ケルスドルフであることを付記しておきたい。
それはともかく，こうした仕事は確かに根気が要るが，論文を書くのとは別の楽しみもあるもので
ある。つまり不明だったことが資料を博捜することで明らかになっていく過程である。著者は元来ザ
クセン経済史の研究家であるので，同州に対する思い入れもひとしおであったろうと想像される。そ
こからこの地域に滞在した過去の日本人に思いを馳せ，彼らのデータを収集したいとの強い希望を抱
いたに違いない。それが長年の努力を経てこういう本となって結実したのであるから著者の喜びはい
かばかりであったか。本書を寄贈された時まず，そう思った。なお，私事にわたって恐縮だが，返礼
として拙著『九州の日独文化交流人物誌』訂正第２版（熊本大学文学部地域科学科発行，２００４年，非
売品）を謹呈したところ，それを参照できなかったことを大変に残念に思うとの返事を頂いた。先行
文献の網羅を何よりも心がける著者だけに，もっと早くお送りすればよかったと後悔した。拙著は第
たけし なおただ
６章に関しては安東清人，木下周一，相良元貞，緒方正規，北里闌，鍋島直縄，片山孤村を，第３
章に関してはリヒトホーフェン，ベルツをそれぞれ取り上げている。
昨年１０月，ドレースデンでは聖母教会が見事に再建され，ザクセンの首都はそのシンボルを取り戻
した。そして日本ではそれを祝うかのように『日本＝ザクセン文化交流史研究』が出版され，それに
よって日独の長く，緊密な交流史を確認できたことは喜ばしい。
１０５松尾展成，『日本＝ザクセン文化交流史研究』，大学教育出版，２００５年
－１０５－
